
ながさき森林環境税についての調査結果

○アンケート期間：令和３年2月９日～26日（１８日間）

○調査目的：令和3年度に「ながさき森林環境税」の見直し時期を迎えることか

ら、今後の「ながさき森林環境税」のあり方について、県民の皆様

のご意見を施策に反映させるため。

○調査対象：ながさきWEB県政アンケート全モニター3３８名

○回答状況：回答者３１５名（回答率93.2％）

○調査担当課：農林部林政課

※小数点以下第1位を四捨五入しているため、構成割合の合計が100％にならな

い場合があります。

■ 回答者の属性

男女構成比率

年齢構成比率

性別 人数 構成比率（％）

男性 148 47.0%

女性 167 53.0%

合計 315 100.0%

年齢 人数 構成比率（%）

10代 3 1.0%

20代 27 8.6%

30代 58 18.4%

40代 70 22.2%

50代 57 18.1%

60代 68 21.6%

70代以上 32 10.2%

合計 315 100.0%



■ アンケート結果

質問１．長崎の森林について関心がありますか。

質問２．森林は私たちの暮らしや産業を支えるのに大きな役割を果たしていると

思いますか。

質問３．森林には、地球温暖化防止、土砂災害防止、水を蓄える機能など、様々

なはたらきがあることを知っていますか。

項目 回答数 割合

1.とても関心がある 73 23.2%

2.すこし関心はある 153 48.6%

3.あまり関心が無い 76 24.1%

4.全く関心が無い 13 4.1%

総計 315 100.0%

項目 回答数 割合

1.思う 269 85.4%

2.思わない 8 2.5%

3.わからない 38 12.1%

総計 315 100.0%

項目 回答数 割合

1.よく知っている 113 35.9%

2.ある程度知っている 150 47.6%

3.少しは知っている 39 12.4%

4.知らない 13 4.1%

総計 315 100.0%



質問４．樹森林の様々なはたらきの中で、最も期待するはたらきを１つだけ選ん

でください。

質問５．近年、森林の管理が十分に行われず、森林の持つ様々なはたらきが低下

してきていることを知っていますか。

質問６．「木を伐ることが環境を破壊している」との意見もありますが、間伐（樹

木の混み具合に応じて本数を調整するために切ること）等の作業を行うことによ

り環境が守られているということを知っていますか。

項目 回答数 割合

1.よく知っている 77 24.4%

2.ある程度知っている 174 55.2%

3.あまり知らない 56 17.8%

4.全く知らない 8 2.5%

総計 315 100.0%

項目 回答数 割合

1.水を蓄える機能 46 15.2%

2.土砂災害防止 109 36.1%

3.木材等の生産 10 3.3%

4.地球温暖化防止 97 32.1%

5.生物の多様性 20 6.6%

6.森林セラピーなどの癒

し 5 1.7%

7.潮害・風害の防止 3 1.0%

8.豊かな海の保全 12 4.0%

総計 302 100.0%

項目 回答数 割合

1.よく知っている 49 17.1%

2.ある程度知っている 136 47.4%

3.あまり知らない 88 30.7%

4.全く知らない 14 4.9%

総計 287 100.0%



質問７．森林整備（間伐等の作業）などの森づくり活動を行っている森林ボラン

ティア団体を知っていますか。

質問８．森林ボランティア活動に参加(応援）するとしたら、どのような形で参加

（応援）したいと思いますか。

質問９．社会全体で森林を支える仕組みとして導入されているながさき森林環境

税を知っていますか。

項目 回答数 割合

1.参加したことがある 10 3.2%

2.知っているが参加した

ことはない 106 33.7%

3.知らない 199 63.2%

総計 315 100.0%

項目 回答数 割合

1.自らボランティア活動

に参加したい 57 18.1%

2.ボランティア活動の応

援をしたい 231 73.3%

3.参加も応援もしたくな

い 27 8.6%

総計 315 100.0%

項目 回答数 割合

1.よく知っている 12 3.8%

2.ある程度知っている 54 17.1%

3.あまり知らない 103 32.7%

4.全く知らない 146 46.3%

総計 315 100.0%



質問１０．ながさき森林環境税をどのような情報で知りましたか。（いくつでも）

質問１１．これまでながさき森林環境税を活用し、森林の整備が進み、森林の持

つ様々なはたらきが回復してきています。また、森林ボランティア活動が活発に

行われています。ながさき森林環境税を活用した事業を行うとした場合、どのよ

うな取組を希望しますか。（3 つまで）

項目 回答数

1.テレビ 34

2.ラジオ 9

3.新聞 25

4.広報誌 44

5.イベント会場 4

6.ホームページ 7

その他 4

総計 127

項目 回答数

1.森林整備の推進（現） 187

2.里山林の整備（現） 103

3.荒廃竹林対策（現） 122

4.搬出間伐の運搬支援

（現） 45

5.木材利用の推進（現） 95

6.森林ボランティア団体の

支援（現） 71

7.花粉症対策 74

8.シカ等有害鳥獣の被害

林整備 49

9.森林整備による防災・減

災 95

その他 3

総計 844
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質問１２．ながさき森林環境税は納税者 1 人あたり年間５００円を負担していた

だいております。どの程度の負担が適当だと思いますか。

問１３．平成 19 年度に導入したながさき森林環境税は、5 年ごとに効果検証を

行いながら、平成 29 年度に延長し、令和 3 年度が課税期間の最終年となってい

ます。令和４年度以降も社会全体で森林を支える仕組みとしてながさき森林環境

税を継続していくことについてどのように思われますか。

項目 回答数 割合

1.金額を引き上げる 40 12.7%

2.金額を引き下げる 21 6.7%

3.現行500円のまま 238 75.6%

4.わからない 8 2.5%

5.その他 8 2.5%

総計 315 100.0%

項目 回答数 割合

1.継続した方がよい 153 48.6%

2.継続はやむを得ない 104 33.0%

3.継続しない方がよい 10 3.2%

4.わからない 48 15.2%

総計 315 100.0%


